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まえがき

　経済成長に合わせて増大してきた構造物が日夜供用されているが、経年とともにその劣

化も進みそのための投資が年々増え続け、西暦2000年には全建設投資の30％、2010年には

40％を超えるともいわれている。

　従って、従来行われていた新規投資のアフターサービスの一つとして処理されていた時

のリハビリに対する投資形態を維持することは、もはや難しくなりつつある。

　また、リハビリに対する投資が増大してくると、より合理的かつ有効な維持管理に対す

る要望も高まってくる。そして、そのことはこれらを実現するための十分な体制が必要と

なるが、今のところ十分維持管理技術者等対応できる体制がない現状にある。

　また、技術開発の面でも、今までは長大橋に代表される大型構造物に関する新技術開発

に精力が注がれ、その結果、今や世界でも最先端の域に達してきたものの、その分、橋梁

の大多数を占める中小橋や既に供用中にある既存橋梁に対する投資はごく限られたものと

なっている。欧米先進国が早くからリハビリに対する投資の増大を予測し、10～20年前か

ら大キヤンペーンを行って、これらに対する投資の必要性を訴え、着々と成果を上げつつ

あるものの、日本ではまだ着手したばかりである。

　また、十分ではないにしても維持管理に関する技術開発も進みつつあり、その中で特に

着目すべきものとして、従来技術の活用に対する取組みがある。すなわち、今まで十分に

活用されていなかった技術や、実績ある安心な技術の改良がそれに当る。．特に大多数の中

小橋にはこれらに関する技術は非常に有効なものとなる。

　当維持管理部会ではこれらの背景をふまえ、今後予想される鋼橋の維持管理の技術者を

育成するのに用いるトレーニングマニュアルの作成に当った。

　当部会のメンバーは現在、各部門で鋼橋の維持管理に関する実務や研究にあたっている

専門家で、各メンバーが今後技術者を育成するに当たって是非身につけてもらいたいと思

われるものをまとめてみた。

　第一版は必ずしも十分で整理されたものとなっていないことや、内容についても正確さ

にはやや欠ける面もあるが、維持管理に当る技術者として身に付ける必要のある項目と、

実務を実施するに当って考慮すべき一つの考え方を事例的に示すに留まった点はご容赦願

いたい。

　なお、全体の構成は次の5編にまとめた。

第1編
第1編
第1編
第v編
第V編

現地検査編

既設橋の現有耐力の評価編

疲労の評価編

鋼橋の構造機能の変更と改良編

対策工法編
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